


































































































「キリストは永遠に生きる (lebt ewig)」「キリストは不死ではない (nicht 
unsterblich)」「キリストは可死的である (sterblich)」「キリストは永遠には


























































































































る（Hegel［論理学講義 Berlin 1831］）（石川，pp. 28-9）.
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」，
つまり「連続的同一性」「AがAであるだけではなく
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のである（einschrankt [sic] und begrenzt）．
ゆえにその判断が意味するのは，「魂が可死的である」という肯定判
断を制限すること

























































































































am ┐H（ξ），つまり，┐H（I）ないし I ∉ éH（e））ということであろうか？
　一方，コメント①：‘┐［I = H（ξ）］’，つまり‘I≠ H（ξ）’や‘I≠ éH（e）’
の表記は，（個体と概念／クラスとの）階の差異を無視した文法違反・ナ
ンセンスのメタ的指摘なのだろうか？　むしろ上記のように階を考慮すれ
ば，①は ‘┐H（I）’ないし‘┐（I ∈ éH（e））’と表記され，
　①α「私は私以外のなにものでもない（Ich bin nichts anders als ich）」は
哲学誌62号16
合法的とみなされるのか？　つまり，‘Ich bin nichts anders als ich’を，例
えば次のように表記してよいとすると：
∀x［（x ≠ ich) → ┐（x = ich）］⇔ ┐∃ x［x ≠ （ich）& ich = x］⇔∀x ［Ich = 















（問２）それに応じて，果たしてA = A，a = aを，「A ist nichts anders als A」























































礎づけ（Grundlegung zur Metaphysik der Sitten）［GMS］』（1785）や『実践








される（傾向性 Neigung による他律 Heteronomie）が，一方意志の自由（物自体）
を想定することは無矛盾で，消極的にせよ「超越論的自由」が認められる．
その自由意志による自律 Autonomie の「認識根拠 ratio cognoscendi」は，
実践的な「べし・当為 Sollen」「自己立法する意志」の現存という（実践的な）
「理性の事実 factum der Vernunnft」に求められる．逆に，道徳法則・Sollen
の「存在根拠 ratio essendi」は，「普遍的に自己立法する意志 der allgemein 
selbst gesetzgebende Wille・主体の現存」に求められる．他方，またさらに
反転して，自律 Autonomie （自由からの因果性），実践的自由［自由意志にも





















　以下は，第４章１節「理性の公的使用 der öffentliche Gebrauch der 
Vernunft ／私的使用―その断絶」からの引用である．「他者としての公―
［「啓蒙とは何か」］（1784）公職についている者が，負託されている任務―
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とともに
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　次いで自己のあるべき分裂―「良心（Gewissen）」（MS） pt. 2, §13の特
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